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新規除草剤 Be且ubu 七a 血 d 分解菌の 単離 ・同定及び分解特性の解明
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雎

　土壌残 留性の 問題か ら、現在で は半減期が 1年以内の 分廟牲 が高い農薬で なければ新規に

登録するこ とはで きなくなっ て い る。 Beflubutamid（BFB）は 、 新規に   宇部興産に より

開発 ・登録 された畑土壌の 広葉雑草防除を 目的して使用 され るフ ェ ノキシブ タンア ミ ド系除

草剤で ある。 本剤 は各種士壌において 高い 分解 1生 （DTso ：5．4days）を示す こ とが既に明ら

か に され てい る。 BFB は主に微生物に よ り分解され る と考え られて い るが分解菌は単離され

てお らず、BFB の分解機構の 詳細は現在 の とこ ろ解明されてい ない
。

　そこで 、本研究で は BFB の微生物に よる分解機構を解明するために分解菌の 単離 ・同定

を行い
、 単離菌株に よる BFB 分解特性 を解明 した 。

方 法

　BFB の 分解試験を福岡県農業総合試験場野菜畑土壌の 化学肥料 （NPK ）及び牛糞おがく

ず堆肥 4．．5七区 （牛SC　4．．5　t）土壌で行い
、 さらに BFB 分解菌の 単離を試み た。分解菌は、

土壌抽出液に BFB をジ メチル ス ル ポ キシ ド及び Sdlpol（界面活性剤 ， 東邦化学工 業）に混

合して添加 した寒天培地で 単離した 。 単離菌株 （MFI ）は Nutden七Broth寒天培地で 3 回

植え継 ぐこ とによ り純化し、 光学顕微鏡に よる検鏡及び 18S　rDNA の 塩基配列を角轍 して

Blast（DNA 　Da七a　Bank　of 　Japan）に よ り相同性検索するこ とで同定 した 。

継

1）滅菌した土壌で は BFB 分解活性が消失した こ とか ら、
　BFB は主に微生物に より分解さ

　　れてい るこ とが明 らか となっ た。

2 ）BFB 分解活性は牛糞 4．．5t 土壌において NPK 土壌 よ りも高か っ た こ とか ら、 牛糞 4。．5七

　　土壌では NPK 土壌よ りも BFB 分解菌が多く存在 してい る こ とが示唆 された。

3）光学顕微鏡による検鏡 により、MF1 株は栄養体に隔膜 を有 し、楕円形の胞子を形成す

　　 る糸状菌で あ っ た 。

4 ） 18S　rDNA の約 1．8kbp の領域を解読 した塩基配列を基に した系統解析の結果、　MF1 株

　　 は α蜘 脚 曲 α 顧 ， iilisw　ium　cuimoram ， 腋跏跏 礁 姦 ， （肋 加舳 P幽 諮

　　及び 諭 伽 1ゆ 砌 θη謐 等の 伽   磁 5 目に属する子の う菌類と相同性が高い こ と

　　 が明 らか となっ た 。
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